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自己紹介（私の体験談） 

みなさん、こんにちは。あすなろ

でピアサポーターをしていますS

です。よろしくお願いします。今

は、うつ病と診断されています。 

薬を飲みさえすればすぐに治ると

思ってから、もう20年位が経ちま

した。入院経験はありません。も

う人生終わったと思ったし、引き

こもった時期もありました。 

パニック発作でしんどかったことも

あり、今でも電車やバスに乗るの

が苦手です。 

出来るだけ電車やバスに乗りたく

なくて、運転免許をとりました。普

通に電車やバスに乗れる様に頑

張った時もありましたが、もういい

やと思いました。結果、いろんな

場所に行けるようになりました。

今でも、うつで動けなくなったり、

しんどいこともありますが、自分な

りの方法をこれからも探しなが

ら、心地よく過ごせて行けばいい

なと思います。（S） 

 今月の出来事 

 他人と一緒に食事をする。食

べながらはなしをする。というこ

とを私はしません。いや、できま

せん。食事をする「時間」を楽し

むことができないでいます。そん

な私が、この前、おなじ作業所

に通っている友達から誘われ、

「一緒に食事をする時間」を過

ごしたのです。まさかそういう機

会に私が誘われるなんて、考え

てもみないことでした。これはま

さに私にとっては初めての機

会、とんでもない事件でした。食

べ物の種類によっては、食べる

ことができないものが多い私に、 

友達は私が食べられる種類の

ものを作ってくれました。私は

美味しく頂きました。そして、な

により、一緒に過ごす『時間』を

心地良く感じたのです。その空

間を心地良く感じたのです。こ

の日を境に、【私の中のなに

か】が変わったことを感じます。 

今回開いてくれた食事会は、

「たこ焼きパーティー」でした。

そして、特別にわたしに作ってく

れたのは、大根と鶏胸肉の炊

いたんでした。そざいの味が生

きていて、とても美味しかったで

す。嬉しかったです。（N） 

 



雲外蒼天（うんがいそうてん） 

ピアサポ通信6月号はお楽しみいただけましたでしょうか？私はピ

アサポ通信を書く時は、自分が入院していた時の事を思い出して

書いています。入院生活は平和に過ごせていましたが、先行きに

ついては考えてみると不安な事も多々ありました。退院→退所し

てから、ちょっとずつ心境も変化しました。これといって派手な出来

事はありませんが、じんわりとした幸せを感じて地域で暮らしていま

す。人生でいろんな事がありましたが「どっこい生きてる！」と思い

ます。大丈夫ですよ生きていけますから！という事が伝わりますよ

うに願っております。(M) 

ホットなスポット 

神戸電鉄の岡場駅から少し歩いた山に岡

場公園があります。公園から山を登ると何

があるのかと言えば、時計塔があるのです。

時間になると鐘が鳴るのです。「カリヨンの

丘」と言われています。山道を登っていくと

展望広場もあります。人気があまりなくちょっ

と怖いですが、空気も景色もきれいです。鐘

の音は、岡場駅やエコールリラからも聞こえ

るほどなのです。もしこの鐘の音が聞こえた

ら、思い出していただけると幸いです。（M） 

師匠村上春樹 

村上春樹の本はこれまで常に私のかたわらにあった。おそらくこ

れからもそうであると思う。病気の症状が良くない時もそばにあっ

たし、寝たきりの時もベッドのそばに置いた。小説も好みのものが

たくさんあるし、エッセイ集もかなり好きである。実はＴシャツまで

持っている。村上春樹と言ったらやはり安西水丸氏のイラストであ

る。思わずニヤリとしてしまうイラストばかりである。「村上朝日堂は

いかにして鍛えられたか」の中で彼は言う。年をとって、精神的に

『傷つく能力』が落ちてくる、と。納得してしまう。私も若いころは、

自分を追い込んで意識をなくすまで追い詰めた時があるのだが、

今は、傷ついても、自分自身に幻滅して自傷行為を行ってしまっ

たとしても、露骨に表に出すことが減ってきている。村上春樹の表

現を借りれば、キュウリみたいに涼しい顔をしているように心がけ

ている。人間というものは一般的に、いずれそんなにずたずたとは

傷つかないようになるものなのだ。嫌なことがあってもみないふり

をすること、聞かないふりをすること。楽に生きられるようにしてい

きたい。(N) 

『村上朝日堂はいかにして鍛えられた

か』村上春樹著 

「KANCHANの作品」  


